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ことか ら,高地下水位による根域の狭小化は必然的に

根域内土壊窒素の飢餓 をもた らし,ひいてはダイズ体

内の窒素濃度が低下 して葉の黄化が現れ,反面,こ れ

に伴い根粒の着生が促 されると思われる。 このように

して地上部乾物重に対する根粒重比率の増大によって

説明されるように根粒菌の固定窒素に依存す る度合が

高まるので,葉の責化は解消 されると考えられる。

要するに 5σπ区では,高 ytl下 水位 に起因する培地環

境の悪化によって根の機能が十分発揮されず,根 域が

規制 されて生育の著 しい不振 を招 く結果,減収するも

の と考 えられる。

沖積水田土壌 を用い,地 下水位の相違によるダイズ

の生育反応について検討 した結果,子実収量は 5●2区

く 20"区く 35物 区■ 50"区 の順位 を示 した。次に

50"区対比でみた 2110π区は粒茎比が低下し,平 均的

には 10～ 45¢ の減収であったが, 5"区 では50～

60%の 減収 を示 した。 その要因は主 として,は 種後

40日 ころからの葉の黄 化による著 しい生育不振に起

因すると思われる。このことは,そ の時期が高地温に

転ずる時期であり,か つ,地下水の溶存酸素濃度の低

下,有 害還元物質などにより根の機能が十分に発揮き

れず,ま た,根域が規制されて窒素飢餓 を走すことに

由来 しているであろう。その後の生育については,根
粒菌による固定窒素に依存す る度合が高まり,葉の黄

化は回復するが,そ れ以後の生育抑制は根域の狭小化

が主因であろう。
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1ま え が き

東北農業試験場刈和野試験地には線虫圃場 と普通回

場 とがあり,毎 年両圃場 でグイズの生産力検定試験 を

実施 している。本報はそのうち普通圃場でえられた過

去 20年 間にわたるダイズ収量について二・三の考察

を行ったものである。

2 生産力検定試験の耕種概要

供試圃場は,刈和野試験地の上野台地区にあり,昭

和 47年 まではエンパ クーパ レイシ ョー試験ダイズ
,

以後は トウモロコシーバ レイショー均一栽培 ダイズ(品

種は線虫抵抗性が最強の Pekin g)― 試験ダイズとい

う, 3～ 4年 の輸作厠場なので,筆の位置は毎年異な

っている。供試品種・系統数は標準品種 を含めて,少

ない年は 7,多 い年は 48, 平均すれば 21で, 標準

品種には早生では十勝長葉 ,フ センログ,中生では奥

羽 15号 , 農林 4号 ,′ ツヽカリ, ライデン, ラ イ コ

ウ,オ タシロメ,晩生ではネマシラズをある期間にわ

た り配 した。

施肥量 (り/10a)は 昭和 4フ 年まで Nを 0, P20'

をa55,K20を るとし,48年 からはNを 2と 変更 し

た。栽植密度は昭和 4フ 年まで早生 を600π X 15",

中・晩生 を60“ X20", 48年 から早生 を75“ X

12", 中・晩生 を75“ X160π とし,播種は5月 20

日から31日 までの間に行った。 1区 面積は 117″
,

乱塊法によって配置 し3反復 とした。収量調査株数は

早生 60株 ,中 ・晩生 40株 とした。

3 新 品 種 の 増 収 率

刈和野試験地では過去 20年 層1に 第 1表 に示す よう

に 10品 種を育成 した。新品種の平均収量 (んP/10a)

は 264,標準品種は 221で増収率は 24チ であった。
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第 1表 新 品 種 と標 準 品 種 の収 量 の 比 較

種品新 標 準 品 種 収量比較
年  次

収 量 比
育成年次 品  種  名 平均収量 品  種  名 平均収畳

昭和 年

31

35

35

40

41

42

42

44

47

48

フ セ ツ ロ グ

ハ ツ カ リ

ネ マ シ ラ ズ

ム ツ メ ジ ロ

ラ イ デ ン

ム ツシ ラタマ

ワ セ ツ ' メ

ラ イ  コ ウ

オ ク シ ロ メ

カ ル マ イ

″ ノ/10a
199

261

241

298

524

271

2フ ア

271

262

255

奥 羽 15号

奥 羽 13号

岩手ヤギ 1号

十 勝 長 葉

奥 羽 15号

奥 羽 13号

十 勝 長 葉

農 林 4号
ラ イ  コ ゥ

ラ イ デ ン

切 /10a
196

241

120

271

219

242

243

199

239

238

昭和 年
28～ 50

50～ 52

32～ 54

36～ 39

3,-40

55～ 40

3`～ 41

59～ 43

42～ 46

41～ 45

104

108

200

110

148

112

114

136

1lo

,9

¢

平  均 264 221 124

4 新品種の育成後における収量の経年変化

新品種は育成後,そ のい くつかが標準品種 とされて

いる。 これらの中から代表的なものとして早生ではワ

セツログ,中 生では農林 4号 とライデン,晩生ではネ

マシラズを選び,そ れらの収量 を年次別にた どってみ

た。そしてえられた収量の経年変化に対 し,マ ンの検

定による傾向分析を試みたところ, どの 10年 間をと

ってみても各品種 とも 5チ の有意は認められなかった。

しかし第 1図 に示すように, えられた回帰式ではラ

イデン以外の収量に逓減の方向がみられた。この原因

としてはウイルス病などにみ られる病虫害抵抗性の相

対的低下や,土壌浸食などによる試験圃場の土壌生産

(k9/10a)

Y

第1図の叢雲夕控軍髪雅
におけるダイズ標準品種

力の低下な どが考 えられる。

5 供試品種・系統の平均収量の経年変化

標準品種 も含 めた供試全品種・系統 と,標準品種 を

除いた育成中の系統のみ との平均収量の経年変化 を回

帰式で比較する と第 2図 の とお りであ り,育成中の新

系統は概 して多収性 を具備 してきているものといえる。

(k3/10a)

Y

第 2図 生産力検定試験におけるグイズ収量の
経年変化

収量上位の品種・ 系統にみられる収量の

経年変化

第 2図 により, 1位 を示 した収量の経年変化は下降

の傾向がみられる。以前は,倒伏 しに くく旺盛な生育

を保 ち多収であることが望まれたが,最近はこれらの

35         40         45       49

昭和年次

輻



東 北 農 業 研 究 第 18号 (19フ 6) -10,一

特性のほかに病虫害抵抗性,居の自 目,粒の大きさは

中以上といった ような特性 も要求 されるため,多収性

の発揮が難 しくなっていることが考 えられる。しか し,

2・ 3位 の収量には上昇の傾向がみられている。これ

は最近の育成系統では,多収性 を含めた諸形質が総合

的に上ってきていることを示 しているものといえよう。

7 ■産地域間にみ られ 16ダイズ収量

の相関関係

農林省統計表による東北および東北 6県 の累年ダイ

ズ収量 と,生産力検定試験からえられた収量 との相関

係数 を第 2表 に示す。すなわち刈和野試験地における

グイズ収量は青森 とQ348と いう相関係数 を示 し, 以

下岩手,東北,秋田,福 島,山 形,宮城の順 で,全般

に相関係数は小 さかった。このように相関関係が低い

原因は,試験地のダイズ収量は気象条件 (降雨の時期

と量,最 低気温などが特に関係が深い ),土壌条件 ,

耕種条件からみて点として存在するが,各 県 (地域 )

は点の集合体である面 としてとらえられていること,

収豊 (り布 Oa)水準が試験地 250に 対 し各 地 域 は 約

135な のでダイズ生育の気象反応が異なること,供試

品種が異なること,な どのためと考えられる。

なお,刈和野でえた供試全品種・系統の平均収量に

対 し,標準品種のワセシログ (早生 ),農林 4号 (中

生 ),ネ マシラズ (晩生 )が どのように関係 している

かをみるため重回帰式 を求めた。その結果,偏 回帰係

数は ヮセツログQ5簿,キ 農林 4号 l14満 1*ネマシラズ

ー a15る で, 重回帰分析の結果
'9“

有意 を示 し重 相

関係数は Q98'が えられたので, この 3品種によって

供試全品種・系統の平均収量の変動が約 98%説 明 さ

れるといえる。

第 2表 東北,東北 6県 および刈和野におけるダイズ収量間の相関係数

地 域 別 青 森 岩   手 官  城 秋   田 山   形 福 島 刈 和 野

東 北

青  森

岩  手

官  城

秋  田

山  形

福  島

**
C1813

**
t1914

**
Q7`1

**
C18フ ア

**
t15,9

**
Q755

Q50
*
1

l1295

*
11445

0284

ll

**
670

*
Q422

*
1t532

*
Q542

*
1t467

ll

**
862

**
Q763

**
l1722

**
l1759

*
1t465

*
0536

l1109

C1348

Q153

α062

11094

0%2

11085

注.有意水準 :**1,, 5¢


